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電子定在波は結晶中の不純物等の散乱体によって散乱された電子波と散乱体への入射電子

波との干渉により形成される電子の定在波である．この定在波は，局所状態密度(電子波動関数

の絶対値の二乗)における実空間変調という形で，走査型トンネル顕微鏡(STM)を用いた走査トン

ネル分光(STS)により観察される．1993年に金属表面においてこの電子定在波が観察されて以来

[1,2]，銅酸化物高温超伝導体[3]，グラフェン[4]，トポロジカル絶縁体[5]等で電子定在波の観

察が行われており，その応用範囲は多岐にわたる．この電子定在波観察から得られる最も重要な

情報は，準粒子の分散関係であり，局所プローブであるSTMによって波数空間の電子状態にアク

セスできる手法として注目されてきた．これに加えて，この電子定在波には多彩な情報が含まれ

ていることが明らかになってきた．実際，最近の研究では，超伝導ギャップの位相情報[6]やスピ

ン[5]，軌道[8]といった電子の内部自由度だけでなく散乱体や散乱そのものの性質などが電子

定在波観測から抽出可能であることが議論されている． 

我々はこれまでに，この電子定在波観測により，銅酸化物高温超伝導体における超伝導ギャッ

プの位相[6]，トポロジカル超伝導体候補物質におけるスピン偏極表面状態[9]，巨大ラッシュバ

物質におけるスピン軌道散乱プロセス[10]，スピン・バレー物質におけるスピン・軌道・バレー構

造[11]等の様々な電子内部自由度やその散乱現象を調べてきた．本講演では，我々の実験結

果を中心に，他の実験結果や簡単な理論的な取り扱いを交えながら，STMによってこれらの内部

自由度や散乱体の性質をどのように調べるのかを議論する． 
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